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デライトものづくりの考え方・方向性

【付加価値の因子】

●商品企画力
●驚き、気づき
●新サービス
●基本機能追求
●ユーザ経験・視点

顧客価値
（満足）

喜び・魅力
驚き

機能的価値（品質等）

性能
品質

デライト性

出典）狩野モデルを参考に佐々木が作成

従来ものづくり

付加価値

顧客新満足

付加価値

顧客新満足
＝

新しいものづくり
＝ デライトものづくり

●日本のものづくり産業競争力強化（グローバルトップを獲得）
●新たなスタイルを広く普及・展開（地域発のイノベーション実現）



デライトものづくりのアプローチ

市場
ユーザ、顧客

（A)超上流
デライト設計

（B)革新的
生産・製造

プロトタイプの開示
（価値の原型）・データ分析

・価値探索
・シミュレーション
・IT活用

・多様な気づき、アイデア創出
・価値の具体的設計

・試行、テスト
・展示、WS、Web

顧客ニーズの先にある新しい価値創生を実現顧客ニーズの先にある新しい価値創生を実現

イノベーション
スタイル構築
イノベーション
スタイル構築

・迅速、高自由度試作
・高度、複雑な製造・加工

設計と生産の連携



デライトものづくりの具体的成果例

超上流デライト設計手法
1.デライト価値創出に向けたカスタム設計手法
2.企画時の発想を支援する手法

革新的生産製造技術
3.セラミックス3D造形技術
4.異方性（材質・形状）制御デザイン



デライトものづくりの具体的成果（１）

【デライト価値創出に向けたカスタム設計手法の成果】
●ユーザに気づきを与える設計ソフトの開発
※本日のブース展示にて体験可能
●結果に基づく試作品の作成
※本日のブース展示にて展示中

＜機能＞
ユーザー情報にあわせて
おすすめ形状を提示

○ユーザ設計ソフト

思いがけない
デザインの可能性

○様々な形状の試作品



デライトものづくりの具体的成果（１）

○ユーザ設計ソフトの概要

Step1
プロフィールと
欲しい器具のイメージを入力

Step2
おすすめテンプレートから
近いイメージを選択

Step3
好みや置き場所にあわせて
寸法を調整

Step4
作成した形状を感性評価

デライトDB

＜機能＞
ユーザー情報にあわせて
おすすめ形状を提示

ユーザーが形状作成するたびに
DBを更新

何を
おすすめ
するのか？

Input

おすすめ

DBに追加（形状・得点）

仮想評価



デライトものづくりの具体的成果（１）

○ユーザ設計ソフトの概要

デライトDB ユーザ設計ソフト
サンプル形状

ユーザー評価
（エクスストリーム
ユーザ含む）

データ解析Ａ
（全体の傾向分析）

マスプロダクトの
考え方

ユーザー分析

設計項目の追加

データ解析Ｂ
（マイノリティの分析）

AとBの差異にから
思いがけない
新しいデザインの

可能性
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デライトものづくりの具体的成果（２）

【企画時の発想を支援する手法の成果】
●企画支援システム（発想支援システム）の開発
※本日のブース展示にて体験可能
●今年度中に拠点に設置し、一般利用者に活用して頂く予定
（試行して頂きながら、機能改善）

製品企画支援システム

知識情報

会社情報、部品情報
製品情報、Web情報
評判情報、製造情報
技術情報、論文情報
地域別情報
・・・・・・・・・・

出力：
新製品案

入力：
製品情報

・構成要素一覧
・追加機能
・使用した技術情報
・最新の技術情報
・注意すべき項目

：

1. 企画案を選ぶ

2. 発想を深める

3. 技術・市場を探す

GA

機会学習(マイニング)
①グラフ探索
②ルール探索

○企画支援システムの機能

新しい企画案への気づきを誘発



デライトものづくりの具体的成果（２）

○企画支援システムの概要

製品
機
能

部
品

製品を選択
（例：冷蔵庫）

操作

企画探索
実行

処理表示

製品情報と
関連情報
・チェックリスト
・統計情報
・類似製品情報

探索
ボタン押下

企画案を１つ選択
（例：冷蔵庫

+たたく－開く）

KB

製品、機能、部品情報

企画案を検討

・企画案を整形
・チェックリストを利用
・関連情報確認

企画案を保存 探索・編集
結果一覧

複数の企画案を
提示

探索条件表示

この企画案で、
再度企画探索

条件設定及び
結果一覧画面

条件設定及び
結果一覧画面

条件設定及び
結果一覧画面

企画案編集画面



デライトものづくりの具体的成果（３）

【セラミックス造形技術の成果】
●３Ｄ積層造形による複雑形状セラミックス部材を作製可能
（形状設計の自由度向上）

●セラミックフィルターの試作品を作製、精度向上中
（流路複雑化で性能向上・部品小型化）

従来の構造：
ストレート流路

従来できなかった、らせん流路
で流路表面積アップ・流れ制御

半導体製造用
ステージ

サッカー
ボール

セラミックスコア

3D積層造形

セラミック
フィルター



デライトものづくりの具体的成果（４）

【異方性（材質・形状）制御の成果】
●難加工性材AM技術でβ-Ti合金の異方性組織制御に
世界で初めて成功
●異方性組織制御材形成により初めて可能となる高付加価値インプラント
（AMにより部位ごとに形状・材質を同時制御）
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（単結晶）材

異方性集合組織の
強度で達成可能な
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○異方性組織制御 ○インプラント

異方性制御による
最適化形状・材質出力



今後の予定（社会実装に向けた取組）
Ｈ26～Ｈ27 H28(2016) H29(2017) H30(2018) H30以降

プラットフォーム
運用開始(試行）

開発技術の利用
による課題抽出

成功事例の蓄積と
継続の仕組み構築

新しいものづくり
スタイルの普及

デライトものづくり
の技術開発
（ツール等）

PF(拠点）でのツール
試行と課題抽出、
ブラシュアップ

一般利用者へのデライトものづくり
拠点の活用促進

新ニーズに応じた機能改善

デライトものづくり
プラットフォーム
（拠点含む）の

構築

PFの仕組み
調査・分析

ニーズ掘り起こしと
開発技術ＰＲ

参画企業での
実用化

プラットフォーム構想
個別技術開発

基本
ツール
技術開発

構想検討

製品事例での開発技術の有用性
実証とFBによる手法の改善

汎用技術に関しては随時
プラットフォームへ展開

一般利用者が利用できるようにする

優先導入拠点へ
の設計ツールの

配備

成功事例の蓄積

ＰＦ本格運用

開発技術の
普及展開

成功事例の
活用

ＳＩＰ終了後も普及
継続するための仕
組み構築

ＳＩＰで開発し
た仕組み、Ｐ
Ｆを活用した
製品開発



今後の予定（デライトものづくりプラットフォームの構築）

システム利用者のデライトものづくり支援拠点利用の流れ



ナビゲーター

拠点
（自立運用） 既存技術

・設計＋
生産・製造

開発技術
・設計＋
生産・製造

他拠点

●プロトタイプ
●事例紹介

技術開発

事例作成

宣伝
研究開発 技術導入

事例宣伝

ものづくり支援
他省庁の取組、
企業の取組等

協力・連携

協力・連携

デライトものづくりプラットフォーム普及イメージ(30年度）

ものづくり
産業活性化！

システム利用者

利用

連携
事例

14

今後の予定（デライトものづくりプラットフォームの構築）



今後の予定（多様なイノベーションスタイルの実践）

企業

大学と複数企業が
共同研究を行い

課題解決に向けて取組む
（技術研究組合的体制）

大学・
研発法人

ユーザ

企業

企業

企業

企業コンソーシアムを
組み大学の技術紹介、

技術移転公設試がバックアップ

公設試

大学

ユーザ
企業

企業

大学・中小企業・公設試が一体となって、
技術、得意分野を持ち寄り

製品開発

公設試

大学・
研発法人

大学
・研発法人

企業
機器

企業
材料

企業
製品

価値実現顧客価値探索

異
分
野

同
分
野

価値探索型
共同開発型

技術主導型

共同研究型

実
用
化

実
用
化

企業



今後の予定（計画の進捗に伴うマネージメント体制強化）

プログラムディレクター（ＰＤ）プログラムディレクター（ＰＤ）

管理法人
運営会議
ＰＤ、ＳｕｂＰＤ
運営会議
ＰＤ、ＳｕｂＰＤ

ＮＥＤＯＮＥＤＯ

総合科学技術・イノベーション会議総合科学技術・イノベーション会議

戦略策定ＷＧ

拠点構築
ＳｕｂＰＤ

価値モデル構築
ＳｕｂＰＤ

ガバニングボード（有識者議員）ガバニングボード（有識者議員）

カテゴリー(a)
デライトもの
づくりの実証

カテゴリー(a)
デライトもの
づくりの実証

カテゴリー(c)
3次元造形活
用アジャイル
設計生産
技術開発

カテゴリー(c)
3次元造形活
用アジャイル
設計生産
技術開発

カテゴリー(d)
3次元造形用
先端材料開発

カテゴリー(d)
3次元造形用
先端材料開発

カテゴリー(b)
デライト設計
技術の開発

カテゴリー(b)
デライト設計
技術の開発

カテゴリー(f)
デライトものづくり
普及モデル開発

カテゴリー(f)
デライトものづくり
普及モデル開発

カテゴリー(e)
高機能・知能化
加工技術

カテゴリー(e)
高機能・知能化
加工技術

全研究クラスタ 情報共有とデライト試作評価のWS、シンポジウムによるテーマ間相互連携、公開シンポジウム全研究クラスタ 情報共有とデライト試作評価のWS、シンポジウムによるテーマ間相互連携、公開シンポジウム

技術担当
ＳｕｂＰＤ
技術担当
ＳｕｂＰＤ

＜推進委員会＞
ＰＤ、ＳｕｂＰＤ、経産省、文科省、
ＮＥＤＯ、ＪＳＴ、内閣府（事務局）

＜推進委員会＞
ＰＤ、ＳｕｂＰＤ、経産省、文科省、
ＮＥＤＯ、ＪＳＴ、内閣府（事務局）



国内外の動向と第５期科学技術基本計画との関係

国内外の動向
・インダストリー４.０やインダストリアルインターネット等に代表される、
IoTの概念としてのモノとインターネットの繋がりを活用した価値の創出
という新しい動向

本スタイル成功例を多くの地域・製品分野に波及・展開することで、
⇒ 日本のものづくり全体の底力向上が期待

第５期科学技術基本計画
・実現すべき社会像（Society5.0）に向けた取組の強化
・特色のある研究分野で成果を上げている大学や研究機関が存在
⇒ 顧客価値を探索するデライトものづくりスタイルの構築は日本
がグローバルに勝っていくための強力な武器


